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「オシャレぞうきん」細分化工程表（仕上げ） ☆JUKI(HZL-310) 3/3 
ミシンを使い直線縫いができる方であれば実施可能。ミシンのスタートボタンを

赤色など分かりやすい色にする。速度調整が変わらないようテープなどで固定す
る。 
スタートボタンの押し間違い、返し縫ボタンの押し間違いなどがあるため、慣れる
まではミシン操作は職員が実施したほうが良いです。 

① 「オシャレぞうきん」をイメージでき作業工程手順が理解できる。 

  

（図形の把握・実行機能） 

１.できない 
２.支援があればできる 
３.できる 
 
☆刺繍やパッチワークを縫いつけ終わっ
た後の行程です。 

  

 
【ミシンのセッティングをする】 
※ご家庭のミシンの取扱説明書を参照。 
 
１）下糸をセットする。 
（説明書 P.12） 
（実行能力・記憶力・手指の巧緻機能） 
 
１. できない 
２. 支援があればできる 
３. できる 

 

 
２）上糸を番号順に沿ってかける。 
（説明書 P.13） 
（実行能力・記憶力・手指の巧緻機能） 
 
１.できない 
２.支援があればできる 
３.できる 
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３）針に糸を通す。 
（説明書 P.14） 
（実行能力・記憶力・手指の巧緻機能） 
 
１.できない 
２.支援があればできる 
３.できる 

  

 
４）下糸を引き上げる。 
（説明書 P.15） 
（実行能力・記憶力・手指の巧緻機能） 
 
１.できない 
２.支援があればできる 
３.できる 

 
② タオルを半分に折り、端から１cm 内側を直線縫いしていく。 
（記憶力・実行力・手指の適切な保持力・危機察知能力） 

 

 
“返しぬい”のボタンを押して返し縫をして
から“スタートボタン”を押して縫う。 
 
１.できない 
２.支援があればできる 
３.できる 
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③ タオル１㎝内側を一周縫ったら“ストップボタン”を押し、止める。 
（記憶力・実行力・手指の適切な保持力・危機察知能力） 

 

 

 

④ “返しぬいボタン”を押しながら２㎝ほど返し縫いをする。 
（記憶力・実行力・手指の適切な保持力・危機察知能力） 

 

 

 

⑤ 縫い終わったら針を上げた状態で“押さえ上げ”を手で上げ、タオルをミシンから
外し、上下の糸をハサミで切る。（記憶力・実行力・手指の適切な保持力・危機
察知能力） 

 

 

 

⑥ 裏表が動かないようミシンで「×型」や「飾り縫い」を直線で縫い止める。 
（図形の把握・実行力・手指の適切な保持力・危機察知能力） 

 

 
※端は直線縫いでもジグザグ縫いで
も行いやすい方を選択する。 
ジグザグ縫いの方が、縫い幅が広い
ため縫い目が落ちにくい。 
飾り部分は生地が分厚い為、針が折
れないように注意必要。 
 
１.できない  
２.支援があればできる 
３.できる 

 

１．できない  

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない  

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない  

２．支援があればできる 

３．できる 


